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表紙・裏表紙
　加賀藩二代目藩主である前田利長によって築
城された高岡城は、1615 年の一国一城令によっ
て、わずか 6 年ほどで廃城となった。三代目の
利常は、利長のために瑞龍寺を建立するなど畏
敬の念を持ち、高岡城も利長の遺志を継ぐべく
濠を埋めずに基本構造を残した。大坂城はじめ
多くの城が埋め立てさせられたことからすると
残せたことは奇跡とも言われている。
　明治時代になると藩時代の権威を象徴するよ
うな城跡は壊され、民間に払い下げられていっ
た。高岡城も樹木の伐採業者まで決まっていた
というが、当時の市長に当たる区長・服部嘉十
郎（はっとりかじゅうろう）の尽力により、高岡古城
公園として残されることになった。
　今日、園内にはサクラ、ウメ、カエデ、ケヤキ、
ヤブツバキなどが繁り、都市の真ん中いながら
自然を楽しめる憩いの場となっている。「タカオカ
コシノヒガン」なる独自品種を有する桜の名所と
して知られているが、秋の紅葉も見応えがある。
中でも刻々と色を変化させるモミジに目を奪わ
れる。燃えるような赤色は、利常と嘉十郎の情熱
の表れか。素晴らしい景色を残してくれた先人に
感謝するばかりだ。
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